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Ⅶ－5 固件光物性グルー丁  
福谷博仁、東山和幸  
本グループの研究テーマは大別して（1）金属、半導体の表面物性（2）放射光を利用した固体  
の真空紫外光物性の研究である．主な研究手段は（1）については角度分解光電子分光法（ARU  
PS，XPS）．走査トンネル親散鐘（STM）法 （2）は放射光の偏光特性を利用した応力変  
調、磁気円二色性分光法、スピン分解光電子分光法 である．   
東山和幸は92年8月までの2年間、米国（ハワイ大字、ローレンス・バークレー研究所）で  
C．S．Fadley教授と金屁、半導体の表面物性の共同研究を行い、福谷博仁は高エネルギー  
研究所、東京大学物性研究所、電子総合研究所と磁性体の磁気円二色性分光、強磁性金属のスピン  
分解光電子分光、酸化物の光電子分光等の共同研究を行った。   
［1］光電子分光法による金属、半導体表面の研究   
水素を吸着することによるW（110）表面の再構成の起源を明らかにするために、角度分解光  
電子分光法で表面電子状態が再構成の前後でどのように変化するかを調べた．スペクトルを解析し  
て吸着原子（H）と下地原子（W）の相互作用を求めた。再構成により吸着位置が変イヒし、相互件  
用が増大することが再構成の担源であることを明らかにした。（論文1）   
W（110）内殻4f電子および価電子を励起したX線光電子回折パターンの温度依存性を詳し  
く調べた。運動学的解析により、2つの回折パターンの相違が直接遷移過程の違いによるものでは  
なく、光電子放出の始状態、終状態の軌道対称性の違いに起因することをはじめて示した。  
（論文2）   
［2］STMによる半導体表面の研究   
清浄なGe（111）表面のc（2x8）およぴSnを微量に吸着させた時に生ずる（7Ⅹ7）  
表面積連をSTMで研究した．対称および非対称なc（2Ⅹ8）構造が異なるドメインに共存する  
ことを初めて示した。Sn吸着（7x7）では、DAS模型のadatorrLに大きな非対称性があ  
り、12個のinne r ada・tOmがcorne r holeのまわりにリングを形成するこ  
とを見出だした．SnがこのSiteに選択的に吸着されることが示唆された．（論文3）   
［∃］磁性体の内殻吸収磁気円二色性の研究   
磁性体の内殻吸収磁気円二色性は、従来の価電子帯吸収磁気円二色性と比べて、原子種を選択で  
きる特色があり磁性体のスピン依存電子状態の研究に有力な手法である．ヨd遷移金属のヨp内殺  
吸収帝域（50′－150eV）での測定のため、円偏光度測定のためのポラリメーターの開発、担  
高真空（10－．O torr）5Tマグネットの作成などの準備を行い、Ni，Fe，Fe／Pt多  
層膜、Fe304の〕p内殻磁気円二色性を初めて測定した。Fe／Pt多層膜ではPtにも信号  
が観測されFeとPt間の磁気的相互作用の存在を示した．（論文4、5、6）   
ポラリメターは偏光解析による光学定数の測定にも応用でき、Au，SiCの光学定数測定で実  
証した。（論文7） その他．アルカリ土類ハライド結晶の応力変調分光実嶺を行い、電子状態の  
軌道対称性の知見をえた．（論文8、9）   
［4］磁性金属のスピン分解光電子分光による研究   
東京大学物性研究所との数年にわたる共同研究で、高エネルギー研放射光施設にスピン分解光電  
子分光装置を建設してきた．遍歴強磁性金属Niのスピン分解光電子スペクトルをk空間のX及び  
K点で、温度T／′Tcが0，5～1．05の範嘲で測定した．同様に6eVサテライトの∃p－  
ー94一   
3d共鳴光電子放出の励起光依存性を測定した。2つの結果はlocal band model  
でよく説明できることが示された．（論文11、12）   
［5］醸イヒ物の光電子分光   
TiO2，SrTiOっは基底状態では3d電子を持たない軽化物であるが、真空加熱処理によ  
る酸素欠陥で電子がドー7’され、バンドギャッ7’内に状態が生じる（inrgap state）．  
この電子状態の解明は系の絶縁体≠金属相転移等の物性理解に重要である．電捻研と共同で角度分  
解光電子分光による研究を行った．ギヤップー内状態はTi∃d成分をもち、1電子的描像では説明  
が困難であり、電子相国効果が重要であることを明らかにした。   
［6］金属微粒子の研究   
サイズを制御したAu55．AullクラスタYを化学合成し、光吸収（0．5一し40eV），  
光電子放出スぺクトルを測定した。   
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